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蚕都くらぶ･ま～ゆは､地域で暮らす人びとがお互いに助け合って楽しく暮らすこ
とを目指しています。 

私たちは､この地域の豊かな自然や人びとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考
えます。 

その宝を活用することで､より豊かな地域と温もりのある人間関係を目指し、活動
しています。 

蚕都くらぶ･ま～ゆは､地域通貨｢ま～ゆ｣を使って人と地域をつないでいます。 

❖ 人と人との新しい関係が生まれます。 

❖ 自分の能力を再発見できます。 

❖ 人が活き活きすることで､地域が元気になります。 

 

俊篤 

啓峰 

わたしたちの願い  
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8月 11 日、一年で一番暑い時期の昼下がりに行われた、半年に一度の大モノ・コト交換市＝「楽市楽

座」です。 

お久しぶりの方や初めましての方など含め総勢 24 名が集い、つばめ君の司会で賑やかに始まりまし

た。 

 初めましての方ご紹介  

・春蚕（ハルサン）＝昨年 12 月にま～ゆのお仲間になった春蚕こと加藤茂春さん。別所温泉で喫茶店

兼雑貨のお店「ぶるるぢ」をオープン。中国語を勉強されているとのことで、中国語でご挨拶してくれ

ました。 

・ニワトリさん＝かっこうさんの息子さんで、この日はかっこ

うさんの送迎＆付き添いでま～ゆ市に参加。自宅の庭で

ニワトリを飼っているのでニックネームは「ニワトリ」に。 

8月のハッピーバースデイ  

辛口さん、かっとまん、けんちゃん、ニワトリさんの 4 名をお

祝いしました。87 歳の辛口さん、82 歳のかっとまんをはじ

め、男性ばかりが勢ぞろい。それぞれに一言ずつ語ってもら

いました。おめでとうございます  

インフォメーション  

♦「環境と平和のマルシェ」 の案内（ヒデさん） ♦高齢者介

護課主催で上田文化会館で講演会のお知らせ（ミーすけさん） ♦長野大学・田中教授への処分の不当

性を認める判決を求める要請書と、田中教授の裁判を支援する会への参加のお願い。（ケセラさん） ♦

「イタリア文化に触れよう、楽しもう」案内（アントさん） ♦生涯学習セミナー「幸せな人生の歩み方」講演

会（ヒデさん） ♦8月のほっこりカフェのお知らせ（あやちゃん） ♦シン・美魔女スナックのお知らせ（りえチ

ュン） 
 

 大モノ・コト交換市「楽市楽座」 
出店紹介  

おウチに眠っていたモノ、畑で採れた

お野菜、次の人へ…と行き場を待つ古

本たちがたくさん持ち寄られて、テーブ

ルいっぱいになりました。 

♢ヒデさん、ケセラさん、ごんべえさん

…読み終えた本 ♢春蚕…古本、雑貨 

♢ぶんちゃん…きゅうり、トマト、ゴー

ヤ、万能ねぎ、お手製の洋服 ♢しんこちゃん…飯山の実家からの花瓶、テディベア、絵本、カゴ ♢辛口

さん…水俣のお茶、紅茶、ほうじ茶 ♢ミーすけさん…梅漬け ♢ごんべえさん…いがちく粉、タマネギ    

♢西ちゃん…お皿、食器類 

のま～ゆ市
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お楽しみ会  

・バクちゃん『ゲーム』 

楽市楽座にはお楽しみのゲームが

つきもの！というわけで、江戸時代

に流行った判じ絵のクイズと、筒とボ

ールを使ったボウリング大会でみん

なを楽しませてくれました  

 

・都々平さん『落語』 

高座に見立てたステージに座布団とめくりも

用意して、落語「青菜」を披露してくれました。 

青菜が無いという

事を「鞍馬から牛若

丸が出でまして、その

名を九郎判官(喰ろう

てしまった)」。それに答えて「義経に(良しと)しておこう」という洒落たやり取り

で確認しあう大店
おおだな

の夫妻。 

それに感心した植木屋が真似てやってみるが…、うまくいかずチグハグな

結末を迎える。古典落語の難しい演目を見事に再現してくれました。 
  

・けんちゃん『怪談話』 

夏の風物詩 怪談話を

一話披露。ある大店の息

子の婚礼にまつわる話。

これぞ怖い話、という内

容でゾクッとしました。 

・あやちゃん『歌』 

夏をテーマにした新曲「夏なんて」を披露した後、

みんなで「うみ」「たなばたさま」を歌いました。 

 今回は半年に一度の楽市楽座、たくさんのモノとヒトが集まり、広い 3 階の大会議室が丁度良いサ

イズに感じるほど。ゲームや一芸もあり、お祭り感のあるま～ゆ市になりました。 

途中ハヤちゃんが冷たくひえたミニトマトを差し入れしてくれました。とっても美味しかったです。 

大人数で段取りも多い会をうまくまとめ、スムーズに進行してくれたつばめ君。お見事な司会でした、

お疲れ様でした！ あやちゃん 

 

 

 秋和ま～ゆ田んぼの秋祭り 

ごんべえ 

１０月７日晴天に恵まれて秋和ま～ゆ田んぼの稲刈

りハゼ掛けの秋祭りが終わりました。今年は１５人が参

加してくれ、３００坪の喜三郎米と１８０坪のもち米まで２

時間弱で済みました。Fuji さんとお孫さんの「こうしろ

うくん」も参加してくれ、手刈りで頑張ってくれました。 

今年は高温と日照りで、場所によっては水不足で立

ち枯れ被害が出たようですが、四阿山を水源とする神

川水系の我が堀越関用水は十分な水量があり、例年

通りの収穫になるでしょう。一週間後位には脱穀をし、精米をし、自慢の「喜三郎米」を味わってもらい

たいと思います。ご期待ください。 
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8 月20 日開催 

 

いがちくうどん＆天ぷら 

今回はごんべえさんのいがちく粉を使った手打ちうどんが主役！ 

前日から捏ねて寝かせて仕込んでくださった生地と、みんなの家には打ち

台とのし棒がセッティングされて準備万端！いざ！！ 

ベテランが揃うま〜ゆですが、うどんをのばして切る作業はみんなドギマギ

… 

ほっこりカフェ初参加の春
はる

蚕
さん

や、若

手メンバーのゆっきぃや

りえチュンも初体験。教え

てもらいながら切って茹

でて、氷水でしめて…完

成！！ 

ピーマン、かぼちゃ、に

んじん、かき揚げの天ぷら

も作り、みんなでいただき

ました!(^^)! 

いがちく粉のうど

んはモチモチ食感。

噛めば噛むほど味わ

いが広がり、とっても美味しかったです！ 

ごんべえさんには前日からの仕込みと、器具や道具を持

ち込んでの準備から調理、撤収まで…多大なご尽力をい

ただきました。本当にありがとうございました。  

 インフォメーション 

♢「環境と平和のマルシェ」の案内（ヒデさん） ♢今年もお豆腐の販売をします（都々平さん） ♢大豆畑の

草刈り呼びかけ（ごんべえさん） ♢田んぼの稲刈りは 10月 7日（土）です（ごんべえさん） 

 出店紹介 

♢辛口屋…水俣のお茶、紅茶、ほうじ茶♢春蚕…本（今回は表紙で選んで持ってきました） ♢じゅんちゃ

ん…梅漬け（塩分 10％で漬けた梅です） ♢ツキトモちゃん…お豆プリン（卵、乳製品を使っていない、に

がりでかためたお豆スイーツです） 

午後のお楽しみタイム 

午後の始まりは、ごんべえさんのお友達 いっちゃんコト市村光志さんの歌のご披

露から。大正時代に作られた季節ごとの雨を表した素敵な曲を、柔らかく伸びのあ

る声で歌っていただきました。 

お次はこの日がお誕生日のけんちゃんの時間。 

まずはお得意な怪談話を 3話、臨場感たっぷりに語ってくれました。 

怪談話といっても魔訶不思議な話が多かったですが、当事者の感情を演

技交じりの口調で聞いていると、その場面が脳裏に浮かんできてゾクッとし

ました。 

 続いて、けんちゃんのオススメ！ミニドラマの鑑賞会。 

『しろめし修行僧』の第 6 話。離れ離れだった親子が再会する感動的な会を

上映。コミカルな設定のユニークなドラマですが、言葉にしなくても母親の想

いと息子の想いが分かる、お互いの切なくも深い愛情が伝わる素敵なお話でした。 

最後に  毎回、内容を変え、違う顔ぶれで集まって過ごすほっこりカフェ。趣味趣向が違う人たちが誰かの

特技や興味のある事を、真剣に見て一緒に楽しむ。他にはない貴重な場所だなと、改めて感じました。 

あやちゃん 

会
報
の
綴
込
み
も
し
ま
し
た 
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9 月 10 日 開催 

 

 

モノコト交換 

♢辛口さん…水俣のお茶、紅茶、ほうじ茶 ♢あやちゃん…お料理に使えるフレッ

シュバジル 

9月のハッピーバースデイ 

9月 3日生まれのそだっち(写真右)、9月 19日生まれのゆ

っきぃ(写真中央)、9月 23日生まれのヒデさん(写真左)の

3人をお祝い。 

石けんが贈られ、それぞれ一言ずつ挨拶してくれました。 

おめでとうございます！ 

インフォメーション 

♢ま～ゆ田んぼの稲刈りは 10月 7日（土）です（ごんべえさん）♢「9月のほっこりカフェ」ご案内（西ちゃん＆あ

やちゃん）♢カフェまめけん+ 2周年記念モアラ LIVE 開催します（あやちゃん）♢お豆腐の販売をします（ミー

すけさん） 

 トークタイム 

9 月 21 日は国連が定めた国際平和デー（ピースデイ）。それにちなんで  

『それぞれの平和』というテーマでトークしました。 

戦争は絶対にしてはいけない、暴力を認めない…それぞれの平和への思い

を語っていきました。 

これまでたくさんの戦争や争いがありましたが、その悲惨な事実を学び知る

事で、戦争の愚かさを痛感し、二度と同じ惨劇を招いてはいけないと理解しつ

つも、なぜ人は戦争という行為を起こし繰り返すのか…？ 

現在も続いているロシアウクライナの情勢を見ると、虚しさ悲しさと共に疑問、そして怒りがこみあげて

きます。現地で暮らす人々が一日も早く平穏な暮らしに戻れるよう祈ること、それしかできない事にも無

力さを感じるばかりです。 

「平和」というと世界規模の大きなくくりで考えがちですが、「一番身近な夫婦や家族、隣近所の地域が

仲良く暮らす事が基本だと思う」とトットちゃんが話してくれましたが、その通りだなと思いました。 

身近な所が平和でなければ、そこから始まる社会全体の平和はあり得ない事です。 

美味しいご飯をおなかいっぱい食べて、ヒデさんの言う「あったかいお風呂に入ってあったかい布団に

入って眠れることが平和」という、日々の営みを慈しみ幸せと感じられる事。人と仲良く動物に優しく自然

を大切にする事…。そんな思想がみんなの根底にあれば、必然と争いなど起きないと思うのですが…。 

 「相手を許す事で次に進む一歩になる…」とりえチュンが語ってくれましたが、ヒデさんは最後にその

「相手を許す」という言葉が印象に残ったと話し、平和についてみなさんの話が聞けてとても良い機会に

なりました、とまとめてくれました。 

秋の歌 

信号を渡る時のメロディーでお馴染みの「故郷の空」と「ちいさい秋みつけた」を歌って解散しました。 

今回司会をしてくれたのは ゆっきぃ。場を明るく和ませつつ進行して、お誕生日なのに司会も務めると

いう初めての試みを、難なくこなしていました。お疲れ様でした。 あやちゃん 

 

 

 

 

 

 

  

 

のま～ゆ市
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9 月 18 日開催 

 

ようやく過ごしやすい季節になってきましたが、まだまだ日差しは強い… 

そだっちさんが井戸周りに日除けのタープを張ってくれたので、風が吹くと気

持ち良い空間に。野菜を切ったり煮炊きの準備もしやすく、作業がグンとはかど

りました。 

ランチはそうめん＆豚汁 

そうめんは竹を半分に割ったものを器にして盛り付け、ザルそ

うめんならぬ「竹そうめん」に。 

豚汁はお野菜いっぱいお肉もいっぱ

いの具だくさん！おかわりして、おなか

いっぱいいただきました(^^♪ 
   

GOKU（ゴク）さんの朗読 LIVE 

佐久市在住の詩人・朗読家のGOKUさんをお招きして今回で2回目の開催。 

今年、宮沢賢治の没後 90年、そして 9 月 21 日が命日という事から、宮沢賢

治の詩や童話作品を朗読してくれました。 

若くして亡くなった妹への詩『無声慟哭』より「永訣の朝」、童話『よだかの星』、

社会へのジレンマと厳しくも優しい教え子に送る詩『告別』などを披露。 

その他、リズミカルなテンポで詩を読む GOKU さんの真骨頂ともいうべきスタ

イルで朗読する自作の詩「土砂降る蝉」も披露。 

風でチリーンと鳴る風鈴の音も清々しく、良い雰囲気の朗読 LIVE となりました。 

ミニオープンマイク 

なんでも自由に表現できる場、という事で 3名がエントリー。 

最初はシゲさん。宮沢賢治の「雨ニモマケズ」を暗唱して朗読。次に岩手県大槌町に東日

本大震災のあと設置された風の電話ボックスをモデルにした絵本「かぜのでんわ」の読み聞

かせをしてくれました。 
 
2 番目は都々平さん。南北戦争時に南軍の兵士が作ったであろう詩「悩める

人々への銘」。この詩の朗読は、急な要望にも快く応じてくださったGOKUさん

が披露。 

慰めと感動を与えるこの詩は、全世界に広がっているそうです。 

続いて、永六輔 作詞の「生きているということは」という曲も歌ってくれまし

た。あやちゃんが伴奏で参加。ま〜ゆのみんなで歌えたらいいなぁとの思いも語

ってくれました。 
 
最後はあやちゃんが自作の曲「ストーリー」を演奏。19日がお誕生日のゆっきぃにサプライズでおめで

とうソングを披露しました。 
 
最後に初の試みだった「ミニオープンマイク」は、表現の面白さを発見できたり、また新たな広がりを感

じたり、とても有意義な企画になったなぁと思いました。 

ご協力いただきた皆さん、ありがとうございました！ 

あやちゃん
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№469竹切りの翁こと  

よろずやぶるるぢコンシェルジュ 春
はる

蚕
さん

こと 加藤茂春さん 
 

大学に再入学 

春蚕は昭和３３年生まれです。 

令和元年頃信大の人文学部３年生に編入学し

ました。６２歳の時でした。 

４０年程前、工学部系の大学を卒業して電気機

器メーカーに就職しました。 

松下幸之助さんがもてはやされ、「水道方式」と

いう蛇口をひねると水がじゃーじゃー出るように

日本中の人にいい製品を普及させようと頑張っ

ていた時代です。皆がハッピーを目指していまし

た。「僕も一生懸命働いていましたよ」。 
 

早期退職をする 

だんだんと４０歳、５０歳と年を取ってきたころ

「０円ケータイ」が出てきて、価値０円のものを作っ

ていたのかと仕事に対する情熱が覚めてきました。

ものづくりに誇りを持っていましたからなおさらで

した。 

電気機器メーカーを辞めて 1年か

ら 2年遊んでいました。そんな時、 

「大学に入学するまでに 7 年もか

かりましたよ」、理系だった人が文系

の哲学を勉強したかったのです。 

中国語を特に勉強しましたが中々

うまくいかず、3年に編入という手が

あるといろいろ調べて分かり、信大

の編入試験を受けました。受験者は

10 人くらいで若い人ばっかりでしたが、なんとか

合格で人文学部思想哲学科に入りました。 
 

上田市民エネルギー、自然エネルギー
共同設置推進機構、竹炭、そして里山 

春蚕は手塚に住んでいました。ご近所に合原さ

んがいて知り合いとなり彼に紹介されて、信大に

入学する前にUCE(上田市民エネルギー)とNECO(自

然エネルギー共同設置推進機構)で数年働きました。 

並行して、竹炭焼きの師匠（ま～ゆの吉田さん

のご主人）に弟子入りをしました。放置された竹藪

や荒れた里山が気にかかっていたのです。 

その頃、太陽光発電の機器の設置をする現場

で知り合った大工さんが野倉の人で、そこから里

山をきれいにしたいと活動されている古田先生と

つながりができて「ま～ゆ」を紹介されました。 
 

よろずや ぶるるぢ 

春蚕の別所温泉の店の名前で

す。去年の 12月に喫茶店を出しま

した。漢字で「不如楽之」、論語の中の言葉で    

中国語読みです。なにかを単に知っている人より、

それを好きだという人の方が良い、さらに言うと

それを楽しんでいる人にはなお及ばない、という

ような意味だそうです。 

場所はあいそめの湯の側、別所温泉駅前を右

側に進み、長谷川豆腐店の真ん前です。 

昭和にコンセプトを置き、３０・４０年代を中心に

レイアウトしてあります。昭和のころは隣近所が行

き来してお茶飲みなどしていた良き時代だった。

今はそれがないのでこの店で人との付き合いが

できる場所にしたいと考えています。 

年配の人、ちょっと働いている人、そ

んな人の憩いの場所にしたいと話され

ました。 

お客さんはまだまだ少ないです。 

インタビューしているとき、お一人お

客さんが見えましたが、「来月からちゃ

んと整備して始めるので」と断っていま

した。 
 

ま～ゆ 

ま～ゆに参加したのは古田先生に紹介され寿

限無に来て入りました。ま～ゆ市とほっこりカフェ

に 1 度ずつ出ました。ほっこりカフェでうどん打ち

体験がとっても楽しかったと話されました。若い

人がいてよかったとも。 

モノ・コト交換でメールを使ってふとんやテレビ

そして洗濯機を希望しました。すぐにごんべえさ

んをはじめ沢山の人が応じてくださり手に入れる

ことができて、とても感謝されていました。 

ミーすけ 記 

蕎麦処 いちや   №312 牧野隆彦 

● お食事代の 5％をまーゆでお使いください 

● 環境やお財布にもローインパクトな蕎麦屋を目指していま

す平日は予約制となっています  

※前日までにご予約頂いたお客様には一品サービスします 

上田市住吉1160 ℡25-1841／携帯080-5140-6689  

 

 

コロボックル  (西山) №381 殿下  
オーガニック・フェアトレードの自然食品を 
25 年にわたって自宅で扱っています 

代金の１０％分 ま～ゆが使えます 

上田市古里 699-6 □P ２台ほど可能 

Tel  0268-27-3903 



 

 

№469  よろずやぶるるぢ  コンシェルジュ春
はる

蚕
さん

 

ワタシのふるさとは上田からはるかはるか遠いアフリカです。ご先祖様の墓参りに行ったことは

まだありません。 

遠くて大変だね、と思いましたか？そう感じたあなた、あなたのふるさともアフリカなのですよ。 

驚きましたか。疑っているあなた、もう少しお付き合いください。 

ワタシ達人類はみんなヒト科ホモ属サピエンス種に属しているわけですが、その始まりは凡そ

250 万年前に遡ります。(因みに我々が地球と呼ぶ惑星が誕生したのは 46 億年程前ですね)当

時の親戚にはネアンデルタールくんもいましたが、生きながらえたのはホモサピエンスだけでした。   

その頃ご先祖様たちは、それこそ弱肉強食の環境でおとなしく生きていたらしいです。その後、   

火だとかコトバだとかを手に入れて徐々に勢力を伸ばして、この 1万年程はかなりでかい顔をして

威張っていますね。やりたい放題ですね。が、驕る平家は久しからず、と申します。この先どうなる

ことやら、少し心配です。自滅してサピエンス種が無くなる前に一度はアフリカへ行ってお墓参りし

たいです。   
参考図書 『サピエンス全史』 ユヴァル・ノア・ハラリ 著 

 

♫忘れがたきふるさと  №71 トットチャン  
私のふるさとは坂城町。武田信玄を唯一破った勇士 村上義清公誕生の地です。 

東西南北、山に囲まれ町の中心を千曲川が流れ、国道が走り、しなの鉄道が通っている。山裾

は浅いが、リンゴ園、水田、畑、工場、花や野菜ハウスが広がり豊かな自然に囲まれた文化、工業

の栄えた自慢の小さな町です。 

昔から交通の便に恵まれていたのか紙芝居、金魚売り、とっかん屋、十円店、皿売り、ガマの

油売りも来た。駅の隣の一角には遊郭があり当時はとても賑わったと聞いた。 

幼き頃、川や田んぼに行くと、メダカ、ドジョウ、タニシがたくさん取れた。秋にはイナゴ、きの

こ、アケビも子供でも結構取った。母は喜んで、タニシ、ドジョウ汁、きのこごはんをよく作ってく

れた。最高のごちそうだった。 

又我家ではヤギを飼っていたので、よく草取り乳しぼりを手伝った。あのヤギの感触は忘れな

い。このヤギが毎年春に 2 匹の子を生むのです。 生まれて間もなくすると妹達と子ヤギを山の

畑の急坂まで連れて行き、頂上より一気に駆け下りるスリル満点の遊びは楽しかった。 

しかしこのヤギも毎年売られてしまうのが辛かった。学校から帰って来るといないのだ。悲しか

った。末の妹は大声で泣き、私と妹は我慢してこらえた。親ヤギの目を見た。私は自分の部屋に

こもった。しばらく私達は元気がなかった。 

思い出は尽きないが、ふるさとはキラリと光る希望の原点だ。今日も昨日の続きの草を取って

いる。 

－７－ 

ま～ゆ会員にききました。 

〝ふるさと〟を語ってください
  



 

 

  №348  シゲさん 

ふるさとの訛りなつかし停車場の ひとご

みの中にそを聞きにゆく（石川啄木） 

私が大学浪人中に上野駅で目にした詩だ

った。 

その当時のことをたまに思い出す。ふる

さとを初めて離れ、一人で生活をはじめ、

夏休みや正月休みの時に上野駅をよく利

用したものだ。現在信越線は北陸新幹線と

なって、上野より東京が終着駅になった。そ

の当時は東日本の多くの終着駅は上野駅

だった。 

 今もたまに上野駅で降りることがあるが、

その時目にする記念モニュメントを見るた

びに苦しく寂しかったその当時を思い出

す。長野県はその当時それほど訛りはなか

ったと思うが、それでもふるさとの雰囲気を

感じられる上野駅にたま～に行ってみたく

なったものだ。実際には行けなかった。なん

か負け犬になってしまうように思えて。 

ふるさとは何もかも包み込んでくれるあ

りがたい存在だ。このふるさとを子孫に残

していくこと、そのためにできることは何だ

ろうと思う。 

 

№76 ぶんちゃん 

私がうまれ育った場所は、塩田の前山です。そこには、独鈷山のわき水があり水の神であった塩

野神社があります。その通りには流鏑馬
や ぶ さ め

が行われたと言う場所に鳥居があります。又、今では重要

文化財になっている中禅寺の薬師堂もあります。 

子供のころは、塩野神社で夏休みの体操をしたり、太鼓橋で鬼ごっこをしたり盆踊りをしました。

いつも仲良しのチャコちゃんと一緒でした。どうして子供のころはそんなに楽しかったでしょうか？

それが月日がたち、お互いにチャコちゃんも私も結婚をして疎遠になっていました。その間チャコち

ゃんは、男の子 2 人を生み、事情が有り離婚をしました。子供 2 人を引き取りたくさんの苦労があ

ったでしょう。癌を患い 69歳で逝ってしまいました。前山の実家のお墓に眠っています。 

私は、実家の父母のお墓参りにいくたびに、チャコちゃんのお墓にも手をあわせます。 

いつまでもあの笑顔をわすれないよ。いつまでもいつまでも心の中では生きているよ。 

 

ふるさと“奈川„ №112  芽生 

“奈川„生まれ、そして私を育ててくれた村で
す。 

年齢のせいか、夜寝る前に今は亡き家族との

生活等をあれこれ思い出しています。 

養蚕と炭焼や薪などを生業とし、ほとんど自給

自足の山奥の小さな村。蕎麦やきびを育て、川か

ら水を引き水車で石臼を回し蕎麦粉に。母は毎

朝蕎麦焼き餅を囲炉裏で作り、家族皆で朝飯

に。山菜は蕨
わらび

・独活
う ど

・蕗
ふき

等種類も量もいっぱい。

冬に備え塩漬けや干したり。 

味噌炊きは近所で寄り合い大きな味噌玉を棚

に並べて置いて仕込みました。醤油も自家製。 

山の神・水の神を祀り、川にオシッコをすると

目がつぶれると言われ、自然を敬い自然と共に

暮らしてきた奈川村。牛や鶏も母屋続きの小屋

で一緒に暮らしていました。 

冬は雪が深く私は毎年しもやけが酷く大変で

した。母が大きな木のたらいに熱湯と囲炉裏の灰

を混ぜ赤く腫れた私の足を入れてくれました。そ

れでも真っ白に積もった畑の雪の上を歩いて自

分の道を作るのは楽しい事でした。 

末っ子の私も家族の一人として当てにされ、厳

しい生活の中でも囲炉裏のまわりで皆で食べ、

笑い、仕事した事は私の宝。 

｢最近聞いた様子では、高齢化や転居などで

限界集落に。実家は何とか甥家族が守っていま

すが…。どうなっていくのでしょう。｣ 

それでも私の心の奈川は、次々たくさんの事

を思い出させてくれる。夢のよう。   

－８－ 

  




